























































































































5月 15 日（月）16:50 ～
「ジェンダー・マリアージュ」（2013 年、米）
5月 16 日（火）16:50 ～
「ウェディング・バンケット」（1993 年、台・米）




5月 22 日（月）16:50 ～
「ジェンダー・マリアージュ」（2013 年、米）
5月 23 日（火）16:50 ～
「ウェディング・バンケット」（1993 年、台・米）



















る機会を設けるため、今年度も 5月 18 日（木）の











































2015 年度の第 3 回 KGRWでのWeb 調査（有効




飯塚・武田・北山 ,	2016）。そのうえで 2016 年度












2017 年度の KGRWでは、2016 年度の 4 つの提
案に基づき、キャンパス内の各提案に関連する担
当部署との話し合いの成果をパネルにまとめて、
パネル展で展示した（図 1～ 4 参照）。
（7）人権問題講演会
昨年度よりKGRW期間中に開催することとなっ
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i	 2014 年 3 月 6 日に発表された「インクルーシブ・コミュニティ構築に向けて」という宣言文には、キャンパスの構
成員が、キャンパス内に性別、年齢、国籍、身体的・精神的特徴、セクシュアリティなどの違いがあることを尊び、
この「多様性（ダイバーシティ）」こそがコミュニティの強さであると信じます、とされている。
設課に申し入れた。総務施設課には前向きに受け入
れていただき、学内のトレーニングセンターの障害
者トイレが更衣室として使用される可能性が高いこ
とから、総務施設課よりフィッティングボードの設
置の提案があり、実施された。トイレの名称変更に
関しても、学内でコンセンサスが得られればすぐに
でも対応可能という返事を総務施設課からいただい
た。ただ、学内のすべての障害者トイレの名称を「誰
でもトイレ」と変更することで、障害者が使いたい
ときに使えないという懸念もあり、現在慎重に検討
を進めている。1階にある障害者トイレは現行の名
称のままとして、2階以上の階に設置されている障
害者トイレの名称を変更することが考えられるが、
そもそも 2階より上の階に設置されている障害者ト
イレがほとんどない状態であり、名称の変更だけで
なく学生の多様性に対応したトイレの増設が求めら
れる。ただし、トイレの改修や新設には物理的なス
ペースが必要なことと共に、莫大な予算が必要とな
り、残念ながら速やかな対応が難しいというのが現
状である。
3．	これからのKGRWの方向性
KGRWが始まって 5年が経過した。もともと人
権教育研究室は人権教育科目 010「セクシュアリ
ティと人権」を提供したり、毎年の大学主催の人権
問題講演会で多様なセクシュアリティの尊重をテー
マにすることを提案して開催してきたが、こうした
努力にも拘わらず多様なセクシュアリティの尊重が
「身近な課題」あるいは「自分自身にかかわる課題」
という認識がなかなかキャンパス内に浸透しないこ
とから、このKGRWを実施するようになったので
ある。この 5年間のKGRWの活動の中で、教職員
からメッセージ展、多様なセクシュアリティの学生
によるパネルディスカッション、映画上映会、講演
会、中央芝生におけるオープニングイベントなどを
開催し、キャンパスの中のセクシュアリティの多様
性の尊重を啓発することに努めてきた。それは、そ
うすることによって多様性を尊重するという「風土」
をキャンパス内に根付かせることができ、そのこと
が 2014 年に制定されたインクルーシブ・コミュニ
ティ宣言 i にあるインクルーシブ・コミュニティの
構築につながると信じていたからである。
しかし、より多くの関西学院の構成員に多様なセ
クシュアリティについて啓発することを目的に開
始したオープニングイベントなどに関しては、時に
一部の性的マイノリティの学生から「お祭り騒ぎに
してほしくない」や「LGBTを搾取している」といっ
た批判の声も上がった。こうした啓発活動に対する
限界の声は、在住外国人との共生の分野でも、同様
に上がっている。2010 年に開催された外務省，神
奈川県，国際移住機関（IOM）主催の「外国人の受
入れと社会統合のための国際ワークショップ」テー
マ 1分科会がまとめた『外国人を受け入れる地域社
会の意識啓発に関する提言』の中では、各地で開催
される国際交流イベントが「ファッション
Fashion・フード Food・フェスティバル Festival」
の 3Fを中心に意識啓発しているが、一過性のイベ
ントに終わってしまうことも多いと指摘している。
そのうえで、3F にとどまらず、Coexist（共生），
Coordinate（調整），Cultivate（育成）の 3C に結
び付けることが必要だとしている。それらを踏ま
え、KGRWでも、啓発活動だけでなく、Web 調査
を通して把握するキャンパス内の課題や改善案を、
実際に大学や学院に対して求めていくソーシャル
アクションとしての活動を、次第に目指すように
なってきたのである。今後も、啓発活動と並行して、
実際にキャンパスの改革を働きかけるソーシャル
アクションを続けるべきであろう。
さらに、この 5年間の活動に協力してくれた性的
マイノリティの学生たちとの振り返りの中で、「セ
クシュアリティの多様性」に重きを置くイベントの
ため、活動すること自体が、いわゆるカミングアウ
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トに近いように受け止められる可能性があるため、
当事者の学生が参加しづらいという声も一部から
上がった。人権教育研究室はキャンパス内での同和
問題に関する教員の差別発言を基に設置され、以
降、同和問題、在日コリアン、障害、ジェンダー、
多文化共生、そしてセクシュアリティと、人権にま
つわるさまざまなテーマを扱い活動してきた。歴史
を振り返れば、それぞれの年代でニーズの高いテー
マに関して研究会や活動をしてきたのである。その
ため、近年は、キャンパス内の性的マイノリティの
人権擁護の必要性の高まりに応じて、セクシュアリ
ティの多様性に焦点をあてたKGRWを開催してき
た経緯がある。しかし、5年が経過してセクシュア
リティの多様性の尊重の啓発に関して一定の成果
を上げつつあることに加え、上記のような当事者の
学生のこうした声を考慮すると、KGRWの重点を
セクシュアリティの多様性のみならず、これまで
扱ってきたテーマなどを含めたキャンパス内にあ
るさまざまな多様性に少しずつシフトしていく段
階に入ってきているのかもしれない。もちろん、そ
れは人権教育研究室の本来の目的に合致したもの
でもあり、実際に冒頭に書いた今年度のKGRWの
テーマである「私が私のままでいられる関学へ！―
キャンパスに集う一人ひとりの個性や特性が尊重
される関西学院を目指して、できることを一緒に考
えよう！―」を見ても、すでにKGRWがセクシュ
アリティだけに焦点を当てているわけではないこ
とがわかるであろう。ただ、過去 5年間の KGRW
のプログラム内容を振り返ってみると、セクシュア
リティの多様性をテーマとしたものがほとんどで
あった。来年度以降のKGRWからは、少しずつセ
クシュアリティ以外の多様性にも焦点を当てたプ
ログラムを検討することが求められるであろう。
このようにKGRWでは、フェスティバルからソー
シャルアクションへということと、セクシュアリ
ティ中心からより幅広い多様性へと次第に焦点を
移していくという2つの方向性に基づいて今後活動
していく予定である。そして、こうした方向性に基
づく活動の一つの終結点が「関西学院　インクルー
シブ・コミュニティ実現のための行動指針（仮称）」
の制定であると考えている。これは、関西学院には
2014 年に発表された先述のインクルーシブ・コミュ
ニティ宣言があるものの、それは理念的なものであ
り、この 1年間の学内でのソーシャルアクションの
過程で、キャンパス内で多様性尊重のための制度や
設備の改善の推進力としては不十分だと痛感させ
られたからである。何を達成すべきかを具体的に提
示する行動指針を作成し、学院に認めてもらうこと
で、学内の各部署とよりスムーズに連携でき、イン
クルーシブ・コミュニティの実現が促進されると信
じている。もちろん、この行動指針は、人権教育研
究室が主体となって制定できるものではなく、学
長、院長に加え、関西学院のミッション展開推進委
員会などの関連委員会や部署と連携しながら実現
を目指していく。
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